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はじめに

本報告は、就実大学・就実短期大学教育開発センターに設置されたコモンズ調査ワーキン

ググループ（WG）が実施した就実大学・就実短期大学（以下、本学）における共同学修スペー

ス（本学では「コモンズ」と称している）の利用状況に関する調査報告である。

本学教育開発センターは、教育課程・教育方法の向上・改善、教職員教育力の向上等と並

んで、学生の学修力向上、学生生活の支援を本務の一つとしており、2018年度の年間方針の

一つとして学修・生活環境整備と現有設備の有効活用に関する提案を行うことを掲げている。

本学においては、学修・生活環境に関連する学生施設として、カフェテリア、学生ホール、

スタディルーム、コモンズ等、多種多様な施設が設置されており、それぞれ学生の福利厚生

に寄与している。ただし、それらの施設の利用状況や学生の利用実態については、必ずしも

これまで把握されてきたわけではない。また、これらの施設に対する学生の要望に関する調

査も限定的なものにとどまっている。今回、コモンズ調査WGは、2018年度前期中に2度に

わたって、本学において複数の学生による共同での学修を含む能動的な学修の促進を企図し

た施設である「コモンズ」の利用状況に関する観測調査を行うとともに、ほぼ並行して本学

学生を対象に「コモンズ」の利用と学修に関する質問紙調査を実施した。本報告はそれらの

調査の概要と結果について報告するものである。今回のこの一連の調査は第一義には、本学

の学生施設における学生の利用状況・利用実態、学生施設に対する学生の要望等を把握する

ことで、今後の適切な施設整備と学生支援の充実に寄与することを目的としたものである。
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無論、これらの事柄は、今回の調査のみで全面的に把握しきれるものではない。その意味で

は、今回の調査は今後のより詳しい調査のための準備あるいは探索的な調査という側面も有

している。

１　調査の背景

１）近年の大学におけるアクティブ・ラーニング・スペース整備の背景と現状

近年、全国の大学においてアクティブ・ラーニングのためのスペースの整備が進んでいる。

複数の学生による共同での学修を含む能動的な学修形態は、現在「アクティブ・ラーニング」

と呼ばれているが、文部科学省が実施している「学術情報基盤実態調査」の平成29（2017）

年度調査結果によれば、「アクティブ・ラーニング・スペース」は全国512の大学に設置され

ており、その設置率は65.4％に上る（私立大学に限れば394校。設置率は64.8％）。平成25（2013）

年度の同調査における設置大学数が244校（私立大学177校）であったことに鑑みれば、５年

間で急速に設置が進んだことがうかがえる１。

文部科学省の定義によれば、「アクティブ・ラーニング」は「教員による一方向的な講義

形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称」

であり、「学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、

知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る」ものである２。学術情報基盤実態調査におけ

る「アクティブ・ラーニング・スペース」は、基本的にはこの定義を踏まえ、「複数の学生

が集まって、電子情報も印刷物も含めた様々な情報資源から得られる情報を用いて議論を進

めていく学習スタイルを可能にするスペースであり、コンピュータ設備や印刷物を提供する

だけでなく、それらを使った学生の自学自習を支援する人的サービスも提供しているものを

指す」としている３。

このようなスペース及び施設の具体的なものとして近年整備が進んでいるのが「ラーニン

グ・コモンズ」（LC）である。LCはもともと1990年代の北米の各大学図書館で整備が進め

られたインフォメーション・コモンズ（インターネットの普及と各種資料の電子化に伴う図

書館利用の新たなニーズに対応するためのサービスセンターとしての性格を持つ）に端を発

するものであり、日本においても、2000年代以降、大学図書館の改革の一環として急速に導

入が進んでいる。

国立大学図書館協会教育学習支援検討特別委員会の実践事例普遍化委員会が2015（平成

27）年に作成した「ラーニング・コモンズ（LC）の在り方（共通理解のために）」において

は、LCは「学修者中心（Learner-Centered）の新たな教育方法（Pedagogy）の広がりと

要請を踏まえて、授業時間以外に学生が行う自学自習や協同学習（授業に関連した学習及び

授業に関連しない学習の両方を含む）など様々な学習形態へ適応するために大学図書館等が

提供する学習環境（施設、設備及び情報・コンテンツ）と、この学習環境の活用を通して学

生の主体的な学びを促す仕組み（人的支援）の総体を指す」と定義されている４。このように、
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現在、LCは基本的にアクティブ・ラーニングを促進するためのスペース・設備及びサービ

スとして捉えられており、アクティブ・ラーニングの導入が各大学において推し進められる

中で、その動きと軌を一にしながら整備が進められていると考えられる。例えば文部科学省

による調査「大学における教育内容等の改革状況について（平成27年度）」（調査期間は平成

28（2016）年12月～平成29（2017）年２月）によれば、回答した769大学のうち482大学（62.7％）

が「LCの整備・活用」を全学的な履修指導または学修支援制度の取組の一環として進めて

いると回答している５。平成23（2011）年度の同調査において同様に答えた大学が257大学

であったことを考えると、これもまた急速に整備が進んでいると言えよう。

無論、先の文部科学省学術情報基盤実態調査においては、「アクティブ・ラーニング・スペー

ス」は必ずしも LCに限定されてはいない。しかし、同調査によればアクティブ・ラーニン

グ・スペースの多くは図書館に設置されているため６、名称として「ラーニング・コモンズ」

を採用しているか否かはともかく、基本的に LCとしての性質を有したものとして整備され

ていると考えられる。

それでは、このような近年の日本の大学における共同学修のためのスペース、あるいはア

クティブ・ラーニング・スペースの整備推進の流れはどのようにして生じたのであろうか。

アクティブ・ラーニング・スペースの整備推進の方向性を決定づけたのが、平成20（2008）

年12月の文部科学省中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて（答申）」７及び平

成24（2012）年８月の文部科学省中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の

質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」８であ

ることはおそらく衆目の一致するところであろう。とりわけ「質的転換」答申と呼ばれるこ

とになる後者の答申は、現在の日本の大学が求められる改革の基本的な方向性を示している。

そこにおいて強調されたのが、学生の学修時間の増加及び確保であり、「学生の主体的な学

びを促すアクティブ・ラーニング」の推進である。「予測困難なこれからの時代」を生き抜

く力を学生が確実に身に付けることが学生自身の人生と今後の日本の未来を確固とする根幹

であるという認識に立ち、「学士力」を基盤としつつ未来社会の形成に寄与する力を育成し

ていくことが現在の大学に求められているとされている９。必要とされるのは、生涯にわたっ

て学び続ける力、主体的に考える力であり、そのような能力は従来のような知識の伝達・注

入を中心とした「受動的な」教育の場では育成することができない。「教員と学生が意思疎

通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り、

学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）」

への転換が必要であるとされたのである10。

このように「質的転換」答申等によって示された新しい「学修」のあり方、とりわけアク

ティブ・ラーニング型の学習スタイルの促進の必要性への対応が、現在の共同学修のための

スペースの整備の流れを形づくる第一のコンテクストであるとすれば、第二のコンテクスト

は、大学図書館改革の一環としての LCの展開というコンテクストであろう。上述の通り、
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LCはもともとインフォメーション・コモンズを基として発展したものである。すなわち、

1990年代以降の急速な情報化の進展を背景に、図書館としてその状況に適応しようとして整

備されたインフォメーション・コモンズは、従来の図書館の機能、それも見過ごされがちで

あった機能に再度注目することでその内実を豊富化していった。その機能を端的に示してい

るのが、「場所としての図書館 the Library as Place」というキャッチフレーズであろう。

情報化の進展が一方で従来の図書館の役割・機能をインターネット空間内でのデジタル中心

のサービスに変えていくことが予想される中で、一種の「公共圏」あるいは「社会関係資本」

の涵養の場としての図書館の役割を再度評価し、その機能の強化を重視する議論である11。

LCはインフォメーション・コモンズの役割を正統に受け継ぎ、利用者の多様なサービス需

要に対応する中で、「場としての」機能を強化し、共同での学修や共同での研究の場として

の役割を積極的に担っていくようになった。近年のこのような大学図書館改革の流れが、現

在の大学における共同学修スペースの整備推進の背景にあると言える。

そして、以上の背景にさらに付け加えるとすれば、学生支援の視点から始まった学習支援・

学修支援というコンテクストであろう。平成12（2000）年に発表された文部省高等教育局の

報告書「大学における学生生活の充実方策について―学生の立場に立った大学づくりを目指

して―」（通称：廣中レポート）は、大学における学生支援のあり方を転換する画期となっ

た報告である。そこでは、進学率の上昇により、資質・能力・知識・興味・関心等の面で学

生の多様化が進む中で、大学は「教員」中心の組織から脱却し「学生」中心のあり方へとシ

フトしていくべきことが説かれるとともに、正課外教育の積極的な捉えなおしが主張され、

学生の自主的活動を可能とする学生関連施設やサービスの整備が要請された12。同時に、こ

の報告書では学生相談や就職指導と並んで修学指導の重要性が指摘されており、それに応答

する形で各大学において「学習支援センター」「学修支援センター」等の組織が整備されて

いくことになった。独立行政法人日本学生支援機構の「大学等における学生支援の取組状況

に関する調査（平成27年度）」によれば、各種学生支援の中でも特に重視すべき領域として「修

学・学修支援」の回答率が最も高く、大学全体の72.5％に上っており、修学支援を担当する

組織の設置状況についても、１校当たりの組織数が2.3となっており、多くの大学で修学・

学修支援の体制が整えられていることがうかがえる13。アクティブ・ラーニング・スペース

が図書館外に設置されている場合、これらの組織がそれらのスペースを学修支援・学習支援

の拠点としながら運営管理している事例もしばしばみられるところである14。

以上のようにアクティブ・ラーニング・スペースをはじめとする共同学修スペースの整備

の流れには異なる複数の背景があるものの、総体として LCの整備という大きな一つの流れ

に合流していると思われる。西南学院大学図書館による私立大学図書館協会研究助成報告書

「ラーニングコモンズの要素分析―日本における導入を前提として―（第２版）」は、LCの

要素（設備および人的サポート）を「テクノロジー支援」「利用者支援」「共同作業スペース」

「教育支援」「視聴覚スペース」「滞在支援施設」「展示、イベント」の７つのカテゴリーに分
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類し、それぞれの要素について更に細分化を行っている15。すべての要素を備えている大学・

LCはおそらく少なく、各大学とも自らの大学の事情や環境に適した設備や必要とするサー

ビスに傾斜しているものと思われるが、それは日本における共同学修スペースの整備が上記

のような複数の流れを背景にしていることも、多少なりとも影響していると思われる。

２）本学における共同学修スペース「コモンズ」の整備の経緯

続いて、本学における共同学修スペースがどのように位置づけられ、整備されてきたのか

を確認しておく。本学において共同での学修が行われるスペースは、通常教室（通常教室も

また授業が行われていない空き時間は使用可能である）に加えて、スタディルームや図書館

のグループ学習室等が整備されているが、最も面積・規模が大きく什器が充実しているのは

「コモンズ」と名付けられているスペースである。現在「コモンズ」として整備されている

のは、「Ｂ−コモンズ」「Ｓ−コモンズ」「Ｔ−コモンズ」の３か所である。

これらの３つのコモンズは同時に設置されたわけではない。また、大学全体における学生

施設の整備計画やその他の学生施設との関係あるいは学生の利用状況やその時々の需要等に

より、それぞれ少しずつ異なる特色を持つものとして整備されてきた。

まず、平成25（2013）年から、私立大学等改革総合支援事業が文部科学省と日本私立学校

振興・共済事業団において共同で実施されたが、本学では、平成26（2014）年度「私立大学

等教育研究活性化設備整備費補助金　タイプ１：教育の質的転換」に申請し、全国208校の

うちの１校として採択された。その時に整備されたのが、「Ｔ−コモンズ」である。「Ｔ−コ

モンズ」は、従来「Ｔ館１階学生ホール」として、自習、飲食、休憩、パソコン使用の場と

して多目的に使用されていた。ここに可動式ミーティング机、スツール・ベンチ等の什器の

他、プロジェクター、スクリーンボード、電子黒板等の ICT機器を設置し、少人数ディスカッ

ションや、プレゼンテーションソフトを使用した発表の練習など能動的学修が可能な、いわ

ゆる「ラーニング・コモンズ」（アクティブ・ラーニング・スペース）として整備がなされた。

また、同時期のＳ館建築構想時には、前掲の「質的転換」答申を踏まえた設計が採用され、

２階以上の情報教室以外の教室のうち、少人数の演習室、100人規模の教室はすべてアクティ

ブ・ラーニングに対応した仕様となり、什器は可動式のものが取り入れられ、プロジェクター

が設置された。１階における大教室（200～300人規模の階段教室）以外のスペースは、LC

として可動式ミーティング机・スツール、壁面には一人用スツールが配置され、プロジェク

ター、スクリーンが完備された。これが「Ｓ−コモンズ」である。

さらに、2017（平成29）年２月に竣工したＢ館の２階に「Ｂ−コモンズ」が設置された。

これは、設計の前段階から詳細な検討を行って整備が進められたものである。当初よりＶ館

（学生会館）食堂の混雑緩和のために軽食とカフェの併設も計画され、昼食混雑時以外は

LCとして使用可能にするというコンセプトの下、大型スクリーンを含む ICT機器を完備し

たアクティブ・ラーニング・スペースとなっている。



−210−

石黒　太，宇野朋幸　他

３）現在のコモンズの構成と設備配置

現在の本学コモンズの構成と設備、使用に関するルール等は以下の通りである。

①　Ｂ−コモンズ

本学Ｂ館２階に設置されたスペースである（471.00㎡）。軽食・カフェスペースを兼ねて

おり、「デリ・カフェ」が設置されているため、飲食可能なスペースとなっている。PC・ホ

ワイトボードは設置されていない。

②　Ｔ−コモンズ

本学Ｔ館１階に設置されたスペースである（447.41㎡）。PC・ホワイトボードが設置され

ている（PC18台、プリンター２台、コピー機１台）。飲食可能なスペースとなっている。

③　Ｓ−コモンズ

本学Ｓ館１階に設置されたスペースである（325.06㎡）。ドリンクの持ち込みは可能であ

るが、食事は禁止されている。PC・ホワイトボードは設置されていない（一部のみ壁面が

ホワイトボード仕様となっている）。

２　本学「コモンズ」の利用状況

以下、本学の「コモンズ」の利用状況についてコモンズ調査WGが2018年度に実施した

調査結果を報告する。

１）コモンズの利用状況に関する観測調査

①　調査の概要

・調査目的

本学コモンズがどのように利用されているか、その利用状況・利用実態を把握することを

目的とした。

・調査期間

2018（平成30）年６月28日（木）、29日（金）を第１期、７月26日（木）、27日（金）を第

２期として調査した。木曜日は本学全体の履修登録人数が比較的多い曜日であり、大学に登

校している学生が多いと思われる曜日である。２期とも、木曜日に加え同一の週の別日１日

を合わせた２日間について実施した。なお、第１期・第２期ともに通常授業期間中であるが、

第２期は前期試験期間の直前週である。

・調査方法

授業前（８：45～９：05の間に実施）・５限までの各授業時間中（授業中間時点（45分）

を挟んで20分間、授業開始後35分～55分の間に実施）・昼休み（12：35～12：55の間に実施）・

５限終了後（18：20～18：40の間に実施）の計８回、各コモンズの利用人数と利用実態につ
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いて調査票に記入した（非参与観察）。調査項目としては、滞在場所（コモンズ内のどこを

利用しているか）、利用行動（どのような行動をしているか）、利用物（利用している什器は

あるか）、利用人数（個人での利用か、グループでの利用か。グループであれば何人で利用

しているか）の４点である16。教職員等、学生以外による利用と思われる事例も若干含まれ

ている。なお、WG内の３名による調査となったため、行動把握の際に解釈の違いが極力生

じないようにするために、事前に観察者同士ですり合わせを行った。調査票に記入した利用

者の行動は以下の通りである。

GL グループ学修 IL 個人学修

GT グループで学修以外の行動（談話等） IA 個人で学修以外の行動
（スマートフォンの使用等）

GM グループで食事 IM 個人で食事
GP グループで PC使用 IP 個人で PC使用
S 寝ている N 特に何もしていない
U 行動の判別ができない場合 O その他の行動

②　調査結果

・利用者数

以下は利用者数とその推移を表したものである。各コモンズとも昼休み中の利用者数が最

も多く、午前中の利用は比較的少ない。「デリ・カフェ」が設置されているＢ−コモンズは

昼休み中の食事利用が多い。また、第１期と第２期を比較すると、試験直前期である第２期

の方が若干利用者数が多く、とりわけ５限及び５限後の利用者数が増加している。

6/28B 6/28T 6/28S 6/29B 6/29T 6/29S 7/26B 7/26T 7/26S 7/27B 7/27T 7/27S
授業前 0 14 12 1 8 10 0 16 17 1 16 13
１ 限 2 5 13 1 9 3 5 7 13 1 9 7
２ 限 21 41 24 22 20 13 17 29 35 9 26 19
昼休み 124 81 47 76 46 32 136 84 38 83 69 44
３ 限 50 36 39 23 35 25 43 52 33 28 53 33
４ 限 30 40 27 18 5 16 23 26 42 15 33 22
５ 限 0 17 6 2 10 19 14 14 19 3 20 21
５限後 2 13 4 2 4 3 13 20 13 3 18 12
計 229 247 172 145 137 121 251 248 210 143 244 171
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・利用形態の累計

利用形態の累計は以下の通りである。なお（　）内の数値はグループ数を示している（Ｂ

−コモンズの昼休み中の利用については、食事利用で多くの席が埋まっている状況であり、

個人利用かグループ利用か、あるいは１グループの人数が何名かについて、判別の困難な事

例もあったが、視認できる限りで判断した）。

GL GT GM GP IL IA IM IP S N U O 計
6/28B 40(14) 32(13) 119(40) 5(1) 6 11 3 0 6 1 0 7 229
6/29B 29(12) 18(7) 67(24) 0 13 7 4 1 0 0 0 6 145
6/28T 69(24) 38(14) 33(10) 14(5) 30 16 18 25 3 1 0 0 247
6/29T 25(9) 20(8) 16(6) 4(2) 19 11 6 35 1 0 0 0 137
6/28S 38(13) 48(14) 7(2) 0 29 31 7 1 6 3 0 2 172
6/29S 16(5) 29(7) 5(2) 2(1) 30 17 7 4 6 1 0 4 121

217 185 247 25 127 93 45 66 22 6 0 19 1051

GL GT GM GP IL IA IM IP S N U O 計
7/26B 60(24) 37(15) 134(40) 0 7 6 3 1 3 0 0 0 251
7/27B 18(8) 28(9) 71(26) 0 13 4 8 0 1 0 0 0 143
7/26T 46(20) 30(12) 37(10) 7(3) 45 22 5 55 1 0 0 0 248
7/27T 91(33) 33(11) 27(11) 4(2) 33 12 4 37 2 1 0 0 244
7/26S 43(14) 51(16) 8(3) 2(1) 59 26 6 5 6 0 0 4 210
7/27S 58(21) 38(10) 4(2) 0 32 22 4 3 7 0 0 3 171

316 217 281 13 189 92 30 101 20 1 0 7 1267
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・学修利用とそれ以外の利用

上述の通り、本学のコモンズは現

在のところ、学修利用のみを目的と

しているわけではない。グループ学

修及びグループでの PC利用（GL、

GP）と、個人学修及び個人での

PC利用（IL、IP）を学修利用とし

た場合、各コモンズの学修利用とそ

れ以外の利用状況は以下の通りであ

る。「デリ・カフェ」が設置されて

いるＢ−コモンズはやはり昼休み中

の食事利用が多いため、比率として

は学修以外の利用が高い。Ｔ−コモ

ンズは食事利用が可能であるもの

の、学修利用の比率が他のコモンズ

に比べても高いという結果であっ

た。

・学修の形態

コモンズはアクティブ・ラーニン

グを可能とするスペースとして設置

されており、グループ学修に資する

什器も多く配置されている。学修利

用のうち、グループ学修での利用者

数と個人学修での利用者数は以下の

通りである。Ｂ−コモンズはグルー

プ学修での利用が多く、個人学修で

の利用の割合が少ない。それ以外の

コモンズは、グループ学修での利用

と個人学修での利用が混在してい

る。また、グループ学修における１

グループの平均人数は2.72人であっ

た（Ｂ−コモンズ平均2.67人、Ｔ−

コモンズ平均2.65人、Ｓ−コモンズ

平均2.76人）。
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２）コモンズの利用状況に関する質問紙調査

①　調査の概要

・調査目的

コモンズの利用状況に関する観測調査と同様に、本学コモンズがどのように利用されてい

るか、その利用状況・利用実態を把握すること、また、あわせて施設設備及び学修支援サー

ビスに関する学生の要望を確認し、今後の施設改善や高等教育における学修支援のあるべき

姿に関する考察の参考にすることを目的として行った。

・調査方法と期間

本学学生部の協力の下、全学生に対して e-mailにてWeb上での回答フォームを案内する

とともに、学生部での用紙配布も行った。Web上での回答受付期間は2018（平成30）年７

月19日から７月31日である（なお、試行として６月29日に一部の学生（７名）に回答しても

らっている）。用紙配布は７月13日より行った。当初、配布及び回答期限はそれぞれ７月９日、

７月27日となる予定であったが、自然災害による休校等により、予定より遅れが生じ回答期

限を７月31日とした。上記調査目的のほか、無記名・任意による調査であること、目的外使

用を行わないこと等を明記した。また、Webでの回答フォームへの案内に際しては用紙に

よる回答との重複回答がないように注意喚起した。

・回収票

Web上での回答フォームへの回答数は152名分であり、用紙での回答数は314名分であっ

た。用紙での回答には無記入等による無効回答が２名分含まれていたため、有効回答数は

464名分である。本学在学生3,125名（調査時点）を母数として14.8％に相当する。回答者の

所属等に関する基礎データは以下の通りである。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 修士 無回答 計 ％
表現文化学科 31 34 24 3 92 19.83
実践英語学科 7 8 5 3 1 24 5.17
総合歴史学科 27 21 25 8 81 17.46
初等教育学科 16 6 4 6 32 6.90
教育心理学科 9 11 14 17 51 10.99
薬学科 12 18 25 7 6 10 1 79 17.03
経営学科 14 16 8 6 44 9.48
幼児教育学科 3 2 5 1.08
生活実践科学科 33 20 53 11.42
人文科学研究科 1 1 2 0.43
医療薬学研究科 1 1 0.22

計 152 136 105 50 6 10 2 3 464
％ 32.76 29.31 22.63 10.78 1.29 2.16 0.43 0.65
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②　調査結果

・１日の学習時間（自主学習）について（設問４）

１日の学習時間については、６割以上の回答者が60分未満と答えており、前掲の「質的転

換」答申等において懸念されている大学生の学修時間の少なさを裏付ける結果となっている。

ほとんど自主学習を行わないと答えた回答者も15％に上った。

ほとんど自主学習を行わない 70 15.09%
30分未満 73 15.73%
30分～60分未満 153 32.97%
60分～90分未満 74 15.95%
90分～120分未満 35 7.54%
120分以上 57 12.28%
無回答 2 0.43%

464 100.00%

・自主学習の際に使用する場所について（設問５（複数回答可））

自宅との回答が最も多く、次いで図書館、コモンズの順となった。

自宅 351
図書館 251
コモンズ 134
院生研究室 5
Ｖ館 学生会館 69
情報教室 62
Ｌ館 学生ホール 46
空き教室 38
その他 60
計 1,016

・コモンズの利用頻度について（設問６）

「ほぼ利用しない」と「年に数回程度」と答えた回答を合わせると４割に上る。上記の結

果と合わせるとコモンズが日常的な自主学習の場として必ずしも定着していないことがうか

がえる。

ほぼ毎日 42 9.05%
週に数回 128 27.59%
月に数回程度 97 20.91%
年に数回程度 40 8.62%
ほぼ利用しない 157 33.84%
計 464 100.00%
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・最も頻繁に利用するコモンズについて（設問７）

最も頻繁に利用するコモンズについては、Ｓ−コモンズと答えた回答者が約45％を占めた

（観測調査においては、Ｓ−コモンズの利用者数は他の２つのコモンズよりも少ないという

結果であった）。

Ｂコモンズ 61 20.00％
Ｔコモンズ 106 34.75％
Ｓコモンズ 137 44.92％
その他 1 0.33％
計 305 100.00％

なお、設問６の利用頻度についての回答毎の集計は以下の通りである。

Ｂコモンズ Ｔコモンズ Ｓコモンズ その他 無回答 計
ほぼ毎日 11 14 16 1 42
週に数回 26 44 57 1 128
月に数回程度 20 34 43 97
年に数回程度 4 14 21 1 40
ほぼ利用しない 157 157
計 61 106 137 1 159 464

また、学部別に集計した利用コモンズの割合は以下の通りである。

Ｂコモンズ Ｔコモンズ Ｓコモンズ その他 合計
人文科学部 25 33 66 1 125
教育学部 20 18 19 0 57
薬学部 9 26 20 0 55
経営学部 2 2 30 0 34
短期大学 4 27 2 0 33
大学院 1 0 0 0 1
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・通常、コモンズを利用する際の人数について（設問８）

半数近くの回答者が２～３人での利用と回答しており、観測調査の結果とおおむね合致し

ている。

ａ）１人で利用する 107 35.20％
ｂ）２～３人 144 47.37％
ｃ）４～６人 48 15.79％
ｄ）７人以上 5 1.64％

304 100.00％

設問７で最も頻繁に使用すると答えたコモンズ毎の集計は以下の通りである。Ｓ−コモン

ズの個人利用が多いが、観測調査の結果と合わせると、個人による学修外利用が多い可能性

がある。

ａ） ｂ） ｃ） ｄ） 計
Ｂコモンズ 13 30 16 1 60
Ｔコモンズ 33 52 18 2 105
Ｓコモンズ 60 61 14 2 137
その他・無回答 1 1 2
計 107 144 48 5 304

・コモンズを利用する際の１回の利用時間について（設問９）

90分を超える長時間の利用は少ない。

ａ）30分未満 42 13.82％
ｂ）30分～60分未満 115 37.83％
ｃ）60分～90分未満 107 35.20％
ｄ）90分～120分未満 21 6.91％
ｅ）120分以上 19 6.25％

304 100.00％

設問７で最も頻繁に使用すると答えたコモンズ毎の集計は以下の通りである。

ａ） ｂ） ｃ） ｄ） ｅ） 計
Ｂコモンズ 8 25 17 4 6 60
Ｔコモンズ 13 39 41 9 4 106
Ｓコモンズ 21 51 47 8 9 136
その他・無回答 2 2
計 42 115 107 21 19 304
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・上記のコモンズを利用する理由について（設問10　（複数回答可））
時間割や教室移動の都合上、最も使用しやすい 174
人が少ない 69
人が多い 5
一緒に集まる友人やグループのメンバーの都合 67
設備が新しい・良い 74
コモンズの設備が自分（たち）の利用目的に合っている 57
雰囲気が良い 63
先生の指示 1
サークル等のグループの決定 2
その他 22
計 534

・上記のコモンズの利用目的について（設問11　（複数回答可））。
授業の一環（ゼミや授業内での利用） 19
授業前の準備・予習 154
授業後の復習及び課題対応 123
資格試験（国家試験含む）のための勉強 25
自主的なグループ学習 47
部活・サークルの活動（ミーティング等） 11
ゼミ活動に関わる自主的な活動 13
部活・サークル以外のグループ活動（ミーティング等） 8
その他 50
計 450

・現在のコモンズの設備（机・椅子・ホワイトボード・情報機器（コンセント等含む））に

ついての評価（設問12　１とてもよい（利用目的に合致）／２よい／３普通／４あまりよ

くない／よくない（合致していない）の５件法）
とてもよい よい 普通 あまりよくない よくない 計

机 89 155 157 29 8 438
椅子 86 134 164 45 9 438
ホワイトボード 62 118 215 26 16 437
情報機器 79 111 172 57 17 436

・現在のコモンズの設備についての要望等（設問13　自由記述）

Ｓ−コモンズの椅子と机に対する不満（学修に適していないという意見）と PCの数及び

質に対する不満・要望が目立った。いずれも学修環境に直結しているものであり、早急な対

応が必要となる。
椅子についての不満 19
机についての不満（数と質） 6
一人用の席の充実の要望 8
コンセント設置の要望 15
ＰＣについての要望（数と質） 13
その他の設備・什器の設置・改善についての要望 10
その他 3
特になし 15
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・利用したいと思う設備・什器（設問14　（複数回答可））

コピー機設置の希望が目立った。現在のところＴ−コモンズにしか設置はされていない。

パソコン・タブレットの貸し出しの希望、及び近年の LCで多く採用されているボックス席

に対する希望が多いという結果となった。
プレゼンテーション用のプロジェクター 34
ホワイトボード 45
電子黒板（書いた内容をデジタルな情報に変換できる黒板） 54
コピー機 231
パソコン・タブレットの貸し出し 176
可動式パーテーション（間仕切り） 84
荷物入れ用サイドワゴン 97
ファミレス風ボックス席 147
ベンチ・ソファ 123
その他 13
計 1,004

・利用したいと思うサービス（設問15　（複数選択可））

現在、多くの大学において実施されているレポートや論文の作成支援やラーニングアドバ

イザーのサービスの要望が多いという結果となった。特にレポートや論文の作成支援の要望

は突出している。「その他」の意見は、開館時間の延長の希望等、他の質問項目でも示され

ている要望とほぼ重なっていた。
履修や学習全般について相談等ができるラーニングアドバイザーのサービス 96
ノートの取り方や情報のまとめ方等のアカデミックスキルに関する講習会 54
語学学習の支援 59
レポートや論文の作成支援 211
コミュニケーションスキルやリーダーシップを高めるワークショップ 33
仲間づくりのためのイベントや集まり 78
学習成果や活動成果を発表する展示・発表スペース 28
その他 6
計 565

・現在のコモンズへの不満や今後のコモンズのあり方についての要望（設問16　自由記述）

設備に対しての不満及び席数の不足についての不満に関しては、設問13と重なる意見が多

く見られた。
利用時間の延長の要望 3
設備についての不満 17
席数の不足についての不満 7
Ｓコモンズ飲食禁止についての反対意見（飲食許可希望） 10
飲食禁止のルールが守られていないことについての不満 4
利用ルールと他の学生の使い方に対する不満 12
コモンズの周知についての意見 4
その他の要望・提案（コモンズの増加・拡充等） 5
特になし 18
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３　まとめ

最初に述べた通り、今回実施した一連の調査は第一義には、本学の学生施設における学生

の利用状況・利用実態、学生施設に対する学生の要望等を把握することで、今後の適切な施

設整備と学生支援の充実に寄与することを目的としている。また同時に、学生の利用状況・

利用実態から本学学生の学修実態を探り、施設の物理的な整備・充実にとどまらず、様々な

アプローチによる広い意味での修学支援の充実へつなげることも企図している。ただし、今

回の調査結果は必ずしも直截に本学の学生支援の向かうべき方向性を指し示すものではな

い。先述の通り、今後の改善に向けた更なる詳細な調査のための探索的な性格を少なからず

持っている。利用実態についての聞き取りも含めたより広範で詳細な調査が今後求められる

だろう。とはいえ、今回の調査結果から本学学生の学修状況の一端を垣間見ることは可能で

あるし、今後の施設改善や学生支援の改善に即座につながりうる視点をいくつか見出せたこ

とも事実である。学生の学修時間の少なさ、とりわけグループでの共同学修の少なさは、施

設等のハード面での工夫や支援の拡充が必要であることを示すとともに、授業をはじめとす

るソフト面においても大学全体での取り組みを必要としていると言えよう。また、「利用し

たいと思うサービス」に関する問いにおいて、レポートや論文の作成支援の要望が突出して

多いことは、本学学生の現在の「悩み」を表していると言えるかもしれない。学修支援が多

くの大学において組織的に整備・実施されていることを踏まえ、本学においても学生支援の

一環として学修支援をより広範に実施していくことも検討されるべきである。あるいは、学

修支援に限らず、LCの要件の一つである人的支援をはじめとする「学生の主体的な学びを

促す仕組み」をさらに充実させていく必要もあるだろう。さらに、現在のコモンズへの不満

や設備・什器に対する改善希望等については、学修環境に直結するものが多く、早急な検討

と対応が必要と思われる。

無論、施設や支援のあり方についての改革・改善においては、学生の要望は重視されるべ

きではあるが、その指針として、本学が今後推し進めるべき学修のあるべき姿について広範

囲での本質的な議論が要請されることは言うまでもない。今回の調査はそのための前提とな

りうるものでもある。
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−222−

石黒　太，宇野朋幸　他

１　総務省統計局 HP政府統計の総合窓口（e-Stat）、学術情報基盤実態調査／平成29年度 大

学図書館編（文部科学省）。https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=data

set&toukei=00400601&tstat=000001015878&cycle=0&tclass1=000001113547&tclass2=0000

01113548&stat_infid=000031683847&second2=1（参照2018年10月25日）
２　中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、

主体的に考える力を育成する大学へ～（答申） （平成24年８月28日）用語集」2012年、35頁。

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/giji/__icsFiles/afieldfile/2012/03/28/13190

67_2.pdf（参照2018年10月25日）
３　総務省統計局 HP政府統計の総合窓口（e-Stat）、学術情報基盤実態調査／平成29年度 大

学図書館編凡例（文部科学省）2018年、４頁。https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?pa

ge=1&layout=dataset&toukei=00400601&tstat=000001015878&cycle=0&tclass1=00000111

3547&tclass2=000001113548&stat_infid=000031683826&second2=1（参照2018年10月25日）
４　国立大学図書館協会教育学習支援検討特別委員会実践事例普遍化委員会「ラーニング・

コモンズ（LC）の在り方（共通理解のために）」、国立大学図書館協会教育学習支援検討特

別委員会編『ラーニング・コモンズの在り方に関する提言 実践事例普遍化小委員会報告』

2015年、20頁。https://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503a.pdf（参照2018年10月25日）
５　文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室「平成27年度の大学における教育内容

等の改革状況について（概要）」2017年、16頁。http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/

daigaku/04052801/__icsFiles/afieldfile/2017/12/13/1398426_1.pdf（参照2018年10月25日）
６　上記の「学術基盤実態調査平成29年度調査結果」によれば、図書館内にアクティブ・ラー

ニング・スペースを設置している大学は431校である。ただし、図書館外にアクティブ・ラー

ニング・スペースを設置している大学も134校存在しており（50校ほどは内外ともに設置し

ていると思われる）、必ずしも LCだけがアクティブ・ラーニングを促進する役割を担って

いるわけではない。
７　中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）（平成20年12月24日）」2008年。

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfi

le/2008/12/26/1217067_001.pdf（参照2018年10月25日）
８　中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、

主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）（平成24年８月28日）」2012年 http://www.

mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_1.

pdf（参照2018年10月25日）
９　前掲答申、１-８頁。
10　前掲答申、９頁。
11　北米を中心とした「場としての図書館」に関する議論を整理する論考として、久野和子「〈研

究ノート〉「第三の場」としての図書館」京都大学生涯教育学・図書館情報学研究、2010年、



−223−

就実大学・就実短期大学における共同学修スペース（「コモンズ」）の利用状況に関する調査報告

vol.9, pp.109-121. また立石亜紀子「大学図書館における「場所としての図書館」の利用実態」

Library and Information Science, 2012年、no.67, pp.39-61. 及び加藤信哉・小山憲司編訳

『ラーニング・コモンズ：大学図書館の新しいかたち』勁草書房、2012年等を参照した。
12　文部省高等教育局「大学における学生生活の充実方策について―学生の立場に立った大

学づくりを目指して―」2000年。http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/012/

toushin/000601.htm（参照2018年10月25日）
13　独立行政法人日本学生支援機構「大学等における学生支援の取組状況に関する調査（平

成27年度）集計報告（単純集計）」2017年、10頁。https://www.jasso.go.jp/about/statistics/

torikumi_chosa/__icsFiles/afieldfile/2017/02/14/h27torikumi_chosa.pdf（参照2018年10月25

日）
14　例えば、LCの具体例・成功例として取り上げられることの多い同志社大学良心館 LCは

図書館とは独立した施設であり、学習支援・教育開発センターによって運営・管理が行われ

ているとのことである。岡部晋典・鈴木夕佳「同志社良心館ラーニング・コモンズ揺籃期の

一年： アカデミック・インストラクターの視座を通して」『同志社大学　図書館学年報』（39）、

2014年、69-77頁。
15　西南学院大学図書館編「私立大学図書館協会研究助成報告書ラーニングコモンズの要素

分析―日本における導入を前提として―（第２版）」私立大学図書館協会、2011年。http://

www.jaspul.org/pre/josei/houkoku2011_seinangakuin.pdf（参照2018年10月25日）
16　これらの調査項目については前掲の立石亜紀子「大学図書館における「場所としての図

書館」の利用実態」の調査枠組みを参考とした。




